


そのお困りごと、マキベエ ダンネツが解決！

3

火災の時に断熱材が
燃えてしまわないか不安…

断熱材としてしっかりした
性能はあるのだろうか…

施工期間とコストが
かかるんじゃないのか…

火に強く、安心で
安全性の高い製品です！

マキベエダンネツは耐火被覆材に採用される
耐熱ロックウールを用いた、火に強い製品で
す。もちろん不燃材です。火災時の炎にさら
されても、ウレタンのように有毒ガスが発生
する心配がないため、安心・安全です。 1

２

断熱材に求められる
【断熱、結露】に対応！

現場での厚み管理不要！  並行作業が可能！
工期短縮＆コスト低減を実現！！

マキベエダンネツの熱伝導率は、繊維系断熱
材でトップクラスの0.034(W/m・Ｋ)以下（硬
質ウレタンフォームＡ種１同等）。さらに製品
表面に設けた防湿層により内部結露の発生を
しっかり抑制します！基材は無機繊維のため、
経年で性能が劣化することもありません。 

工場生産品のため吹付け断熱材のように現場で厚
みを調整する作業は不要であり、常に安定した性
能を発揮します。
乾式工法で施工時の粉塵飛散がほとんどありませ
ん。加えて、吹付け断熱材のような周囲の養生が
不要のため、他作業との並行作業も可能で、全体
工期の短縮とトータルコスト低減に貢献します。

®

※「マキベエ」はニチアス（株）の登録商標です。
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そのお困りごと、マキベエ ダンネツが解決！

ピン固定の簡単施工！
お客様の声から生まれた乾式工法の不燃断熱材

『マキベエ®ダンネツ』

施工後の外観

◆湿気を断つ

◆熱・火を断つ

◆材料強度を保つ
◆施工性を保つ

防湿層

断熱層

裏面被覆材
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施工手順

水濡れなし

へこみなし

表面異物なし

チェック

製品幅：925mm

410mm程度
450mm程度

50mm程度

50mm程度

製品幅：925mm

410mm程度
450mm程度

50mm程度

50mm程度

製品幅：925mm

275mm程度
450mm程度

50mm程度
50mm程度

：墨出し位置

25mm品 35mm品 50mm品

製品幅：925mm

410mm程度
450mm程度

50mm程度

50mm程度

製品幅：925mm

410mm程度
450mm程度

50mm程度

50mm程度

製品幅：925mm

275mm程度
450mm程度

50mm程度
50mm程度

：墨出し位置

25mm品 35mm品 50mm品

製品幅：925mm

410mm程度
450mm程度

50mm程度

50mm程度

製品幅：925mm

410mm程度
450mm程度

50mm程度

50mm程度

製品幅：925mm

275mm程度
450mm程度

50mm程度
50mm程度

：墨出し位置

25mm品 35mm品 50mm品

1 施工前確認 2 墨出し 3 固定ピン施工

こんなところにマキベエ ダンネツ！
機械室 断熱・吸音 天井、見上げ床 不燃・断熱

駐車場 不燃・断熱・吸音

®
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1 施工面の状態を確認します。
2  固定ピンの取り付け位置を墨出し
します。

3  固定ピンを接着します。接着剤は
使用環境に適したものを使用して
ください。

4  固定ピンの上から、マキベエダン
ネツを取り付けます。

5  目地部や端部に防湿処理を施します。

4 マキベエダンネツ施工 5 目地・端部処理

ピット階 不燃・断熱

外壁 不燃・断熱

断熱補強

こんなところにマキベエ ダンネツ！ マキベエ®ダンネツは、不燃が必要とされる
様々な場所でご使用いただけます。

フリーアクセスフロア下 断熱・発塵抑制

フリーアクセス
フロア

➡
フリーアクセスフロア

マキベエダンネツ
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マキベエ® ダンネツの仕様

試験

厚さ

防湿層の耳
幅

長さ

密度（kg/m3） 厚さ（mm） 標準寸法
幅（mm）×長さ（mm）

防湿層の耳
（mm）

各種認定 各種性能

不燃認定 ホルムアルデヒド
放散等級

熱伝導率　W/（m・K）
（平均温度：25℃）

透湿抵抗値
(表面防湿層単体） 

m2・s・Pa/ng

80〜120

25 925W×8000L

50 NM-4117 F☆☆☆☆ 0.034
以下

82×10-3

以上35 925W×6000L

50 925W×4000L

構造

設定
条件

外気 温度 −4℃〜19℃

室内
温度 25℃

湿度 60%

測定期間 3日

結果 試験終了後、結露なし

■吸音性能

吸音性能

1/3オクターブバンド中心周波数（Hz）

残
響
室
法
吸
音
率

100

1.3
1.2
1.1
1.0
0.9
0.8
0.7
0.6
0.5
0.4
0.3
0.2
0.1
0

160 250 400 630 1000 1600 2500 4000

25mm
50mm

JIS A 1409：1998（残響室法吸音率の測定方法）により、
25mm品と50mm品の吸音率を測定しました。

■結露試験
外壁を想定した角波鋼板にマキベエダンネツを施工し、
下表の条件にて結露試験を行いました。

� 測定機関：（一財）小林理学研究所

測定機関：（一財）日本建築総合試験所

※結露計算のご対応も可能です。お気軽にご相談ください。

マキベエダンネツ
　　（厚さ25mm）

角波鋼板
　　 （厚さ1.2mm）

外気 室内

※実測値であり、保証値ではありません。

※実測値であり、保証値ではありません。
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副資材

項目 商品名 製造メーカー

固定ピン
（キャップ付）

SPアンカー 
SP25（厚さ25mm用）
SP35（厚さ35mm用）
SP50（厚さ50mm用）

セブン工業（株）

固定ピン用
接着剤

セブンレヂン
（SBR系） セブン工業（株）

スーパーセブン
（変成シリコーン系） セブン工業（株）

クイックメンダー
（2液エポキシ系） コニシ（株）

■固定ピン・固定ピン用接着剤

■専用テープ

※詳細はメーカーにお問い合わせください。

幅（mm） 長さ（m） 商品名 製造メーカー

100 100 WTAテープ ニチアス（株）

専用テープ寸法

一般注意事項

注意事項

施工について
● �取り扱いに際しては、ヘルメット、墜落制止用器具、安全靴（踏抜き防止インソール
装着）、防じんマスク、耐切創手袋、保護メガネ、長袖の作業衣を着用してください。

●�切断は防湿層に傷が付かないよう敷き板の上で切断してください。その際は安全定
規を使用し、カッターナイフなどの手動工具を使用してください。

●�製品の近辺では火気を使用しないでください。やむを得ず火気を使用する場合は、
防火シート等で養生し、製品を保護してから行ってください。

●�ロール形状の製品は帯電している恐れがあるため、開梱時には十分に注意してください。
●作業床を用意する等して、無理のない体勢で施工してください。
●�コンクリート躯体に施工する際は、躯体が十分に乾燥した状態で行ってください。
【目安の施工時期】夏季：打設後2ヵ月以降、冬季：打設後3ヵ月以降
●固定ピンの取付けはカタログ記載の標準施工方法に従ってください。
●�固定ピンの取付けに使用する接着剤の詳細は、接着剤メーカーにお問い合わせください。
●製品は印字面を室内側に向け、施工してください。
●製品表面に穴・傷が生じた場合は、専用テープで補修してください。
●�防湿層の難燃性能を低下させる恐れがありますので、表面への塗装は行わないで
ください。

廃棄方法について
● �廃棄する場合は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に従い、表面材は「廃プ
ラスチック類」、ロックウールは「がれき類」又は「ガラスくず・コンクリートくず、�
及び陶磁器くず」として処理してください。

注意

取り扱いに際しては防じんマスクを着用してください
多量に、長時間ロックウールを吸入すると、呼吸器系に傷害を生じる恐れがあります。

取り扱いに際しては長袖の作業衣、安全靴および保護手袋を着用してください
皮膚に対して炎症を生じる恐れがあります。

切断はカッターナイフ等の手動工具を使用してください
電動工具を使用する場合は局所排気装置・除じん装置を設置してください。

落下したピンは直ちに拾ってください
踏みつけてケガをする恐れがあります。

設計について
●カタログ以外の用途には使用しないでください。
●内断熱として使用してください。
●耐火被覆・外断熱その他の用途では使用しないでください。
●�冷凍倉庫の内部や周辺部、次世代省エネルギー基準（Ｈ.11建設省告示）の地域区
分によるⅠ、Ⅱ地域（北海道、東北地区等の寒冷地）など温度差が極めて大きくなる
可能性のある場所では、防湿層の僅かな隙間でも多量の結露が発生する恐れが
あるため、使用しないでください。

●水濡れの恐れがある場所では使用しないでください。
●風が強い場所では使用しないでください。

運搬、保管について
●製品を引きずって移動しないでください。
●�風雨に晒される場所、直射日光が当たる場所、高温・高湿となる場所等、過酷な
環境下は避けて保管してください。

●水濡れ防止のため、ラックやパレットなどの上に置き、直置きはしないでください。
●保管は落下防止のため、積み高さは2.0ｍ以下にしてください。
●製品を荷台から落としたり、きついロープがけはしないでください。
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